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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 器 本 体 、 及 び こ の 便 器 本 体 の 上 に 配 置 さ れ た 温 水 洗 浄 便 座 を 有 す る 水 洗 大 便 器 装 置 で  
あ っ て 、
　 上 記 便 器 本 体 は 、
　 汚 物 を 受 け る ボ ウ ル 部 と 、
　 こ の ボ ウ ル 部 の 上 端 に 連 な り 、 上 記 ボ ウ ル 部 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ た 便 器 上 面 と 、
　 上 記 ボ ウ ル 部 の 底 部 に 連 通 し た 排 水 ト ラ ッ プ 管 路 と 、 を 備 え 、
　 上 記 温 水 洗 浄 便 座 は 、
　 本 体 部 と 、
　 こ の 本 体 部 か ら 進 退 可 能 に 設 け ら れ 、 洗 浄 水 を 噴 射 す る 洗 浄 ノ ズ ル と 、
　 上 記 本 体 部 に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 上 記 ボ ウ ル 部 を 取 り 囲 む よ う に 上 記 便 器  
上 面 の 上 に 載 置 さ れ る 便 座 と 、 を 備 え 、
　 上 記 便 器 上 面 の 左 右 方 向 の 両 端 に は 、 上 方 に 向 け て 隆 起 し た せ り 上 が り 部 が 設 け ら れ 、  
上 記 温 水 洗 浄 便 座 の 上 記 本 体 部 の 一 部 は 上 記 便 器 本 体 の 上 記 せ り 上 が り 部 の 上 端 よ り も 下  
方 に 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ 、
上 記 せ り 上 が り 部 は 、 上 記 便 器 本 体 の 前 方 側 か ら 後 方 側 に 向 け て 、 直 線 的 に 高 さ が 高 く な  
る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 は 、 上 記 便 器 本 体 の 前 方 側 よ り も 、 後 方 側 が 高 く な る よ う に 構 成 さ れ  

請求項の数　9　（全11頁）
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て い る 請 求 項 １ 記 載 の 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 は 、 上 記 便 器 本 体 の 前 端 部 に は 設 け ら れ て い な い 請 求 項 １ 記 載 の 水 洗  
大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 の 上 端 に は 、 平 坦 な 平 坦 面 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 水 洗 大 便  
器 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 の 上 記 平 坦 面 は 、 上 記 便 器 本 体 の 内 方 に 向 け て 低 く な る よ う に 傾 斜 し  
て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 に は 、 上 記 平 坦 面 と 上 記 便 器 上 面 と を 接 続 す る 内 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て  
い る 請 求 項 ４ 記 載 の 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 の 上 記 内 傾 斜 面 は 、 第 １ の 曲 率 半 径 で 、 凹 状 に 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い  
る 請 求 項 ６ 記 載 の 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 せ り 上 が り 部 の 上 記 内 傾 斜 面 と 上 記 平 坦 面 は 、 第 ２ の 曲 率 半 径 を 有 す る 面 で 接 続 さ  
れ 、 上 記 第 １ の 曲 率 半 径 は 、 上 記 第 ２ の 曲 率 半 径 の ２ 倍 以 上 大 き い 請 求 項 ７ 記 載 の 水 洗 大  
便 器 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 １ の 曲 率 半 径 は 、 上 記 便 器 本 体 の 前 方 側 よ り も 、 後 方 側 が 小 さ く な る よ う に 構 成  
さ れ て い る 請 求 項 ７ 記 載 の 水 洗 大 便 器 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 洗 大 便 器 装 置 に 関 し 、 特 に 、 便 器 本 体 、 及 び こ の 便 器 本 体 の 上 に 配 置 さ れ  
た 温 水 洗 浄 便 座 を 有 す る 水 洗 大 便 器 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ２ ３ ６ ６ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 壁 掛 式 便 器 用 取 付 装 置 、 及 び  
、 ト イ レ シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 こ の ト イ レ シ ス テ ム に お い て は 、 便 器 本 体 が 、 壁 面  
に 埋 め 込 ま れ た 壁 掛 式 便 器 用 取 付 装 置 に よ っ て 壁 面 に 支 持 さ れ 、 便 器 本 体 の 上 に 温 水 洗 浄  
機 能 付 き 便 座 ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 壁 掛 式 の 便 器 に お い て は 、 便 座 ユ ニ  
ッ ト に 温 水 を 供 給 す る 給 水 管 や 、 電 力 を 供 給 す る 電 源 コ ー ド が 、 壁 面 の 中 か ら 引 き 出 さ れ  
て お り 、 こ れ ら の 給 水 管 及 び 電 源 コ ー ド を 便 座 ユ ニ ッ ト に 接 続 し た 後 、 便 座 ユ ニ ッ ト を 便  
器 本 体 の 上 に 配 置 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ２ ３ ６ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 便 座 ユ ニ ッ ト に 給 水 管 や 電 源 コ ー ド が 接 続 さ れ た 状 態 で は 、 便 座 ユ ニ ッ  
ト （ 温 水 洗 浄 便 座 ） を 便 器 本 体 上 の 適 所 に 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 が 低 下 す る と い う 問 題 が  
あ る 。 特 に 、 便 座 ユ ニ ッ ト が 、 便 器 本 体 の 上 の 適 切 な 位 置 に 配 置 さ れ て い な い と 、 給 水 管  
や 電 源 コ ー ド が 、 便 器 本 体 と 便 座 ユ ニ ッ ト の 間 に 挟 ま り 、 こ れ ら を 傷 つ け て し ま う 可 能 性  
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 便 器 本 体 上 の 適 切 な 位 置 に 、 温 水 洗 浄 便 座 を 容 易 に 配 置 す る こ と が  
で き る 水 洗 大 便 器 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 便 器 本 体 、 及 び こ の 便 器 本 体 の 上 に 配 置 さ  
れ た 温 水 洗 浄 便 座 を 有 す る 水 洗 大 便 器 装 置 で あ っ て 、 便 器 本 体 は 、 汚 物 を 受 け る ボ ウ ル 部  
と 、 こ の ボ ウ ル 部 の 上 端 に 連 な り 、 ボ ウ ル 部 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ た 便 器 上 面 と 、 ボ ウ ル  
部 の 底 部 に 連 通 し た 排 水 ト ラ ッ プ 管 路 と 、 を 備 え 、 温 水 洗 浄 便 座 は 、 本 体 部 と 、 こ の 本 体  
部 か ら 進 退 可 能 に 設 け ら れ 、 洗 浄 水 を 噴 射 す る 洗 浄 ノ ズ ル と 、 本 体 部 に 対 し て 回 動 可 能 に  
取 り 付 け ら れ 、 ボ ウ ル 部 を 取 り 囲 む よ う に 便 器 上 面 の 上 に 載 置 さ れ る 便 座 と 、 を 備 え 、 便  
器 上 面 の 左 右 方 向 の 両 端 に は 、 上 方 に 向 け て 隆 起 し た せ り 上 が り 部 が 設 け ら れ 、 温 水 洗 浄  
便 座 の 本 体 部 は 便 器 本 体 の せ り 上 が り 部 の 上 端 よ り も 下 方 に 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 便 器 本 体 の 便 器 上 面 に 、 左 右 方 向 の 両 端 に せ り  
上 が り 部 が 設 け ら れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 際 、 作 業 者 は 、  
温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す べ き 適 正 な 位 置 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 温 水  
洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 は 、 便 器 本 体 の 前 方 側 よ り も 、 後 方 側 が 高  
く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 が 、 便 器 本 体 の 前 方 側 よ り も 後 方  
側 が 高 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 の 後 方 側 に 設 け ら れ た 本 体 部 の 位  
置 を 、 よ り 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 更 に  
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 は 、 便 器 本 体 の 前 方 側 か ら 後 方 側 に 向 け て  
、 直 線 的 に 高 さ が 高 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 が 、 前 方 側 か ら 後 方 側 に 向 け て 、  
直 線 的 に 高 さ が 高 く さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 際 、 温 水 洗 浄 便 座 の 前 部 を  
把 持 し た 作 業 者 の 手 と 、 せ り 上 が り 部 が 干 渉 し に く く 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作  
業 性 を 、 よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 は 、 便 器 本 体 の 前 端 部 に は 設 け ら れ て い な  
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 が 便 器 本 体 の 前 端 部 に 設 け ら れ て  
い な い の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 前 方 側 か ら 、 適 正 位 置 に 配 置 す る 際 、 温 水 洗 浄 便  
座 と せ り 上 が り 部 が 干 渉 し に く く 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 更 に 向 上 さ  
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 の 上 端 に は 、 平 坦 な 平 坦 面 が 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 の 上 端 に 平 坦 面 が 形 成 さ れ て い る  
の で 、 便 器 本 体 の 製 造 時 や 、 運 搬 時 に お い て 、 突 出 し て い る せ り 上 が り 部 が 損 傷 さ れ る の  
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 の 平 坦 面 は 、 便 器 本 体 の 内 方 に 向 け て 低 く  
な る よ う に 傾 斜 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 の 平 坦 面 が 便 器 本 体 の 内 方 に 向 け  
て 低 く な る よ う に 傾 斜 し て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 作 業 が 平 坦  
面 に よ っ て も 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 更 に 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 に は 、 平 坦 面 と 便 器 上 面 と を 接 続 す る 内 傾  
斜 面 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 平 坦 面 と 便 器 上 面 と を 接 続 す る 内 傾 斜 面 が せ り  
上 が り 部 に 形 成 さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 作 業 が 内 傾 斜 面  
に よ っ て も 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 よ り 向 上 さ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 の 内 傾 斜 面 は 、 第 １ の 曲 率 半 径 で 、 凹 状 に  
湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 の 内 傾 斜 面 が 、 第 １ の 曲 率 半 径 で  
凹 状 に 湾 曲 し て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 作 業 が 内 傾 斜 面 に よ っ  
て 滑 ら か に 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 せ り 上 が り 部 の 内 傾 斜 面 と 平 坦 面 は 、 第 ２ の 曲 率 半 径 を  
有 す る 面 で 接 続 さ れ 、 第 １ の 曲 率 半 径 は 、 第 ２ の 曲 率 半 径 の ２ 倍 以 上 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 の 内 傾 斜 面 の 第 １ の 曲 率 半 径 が 、  
内 傾 斜 面 と 平 坦 面 を 接 続 す る 面 の 第 ２ の 曲 率 半 径 の ２ 倍 以 上 大 き く 構 成 さ れ て い る の で 、  
温 水 洗 浄 便 座 を 便 器 本 体 の 上 に 配 置 す る 作 業 を 、 よ り 滑 ら か に 案 内 す る こ と が で き 、 温 水  
洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 第 １ の 曲 率 半 径 は 、 便 器 本 体 の 前 方 側 よ り も 、 後 方 側 が  
小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 内 傾 斜 面 の 第 １ の 曲 率 半 径 が 、 便 器 本 体 の 前 方  
側 よ り も 、 後 方 側 が 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 を 配 置 す る 作 業  
に お い て 、 温 水 洗 浄 便 座 の 後 部 が 、 よ り 厳 密 に 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 後 部 の 本 体 部 を 、  
よ り 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 水 洗 大 便 器 装 置 に よ れ ば 、 温 水 洗 浄 便 座 を 、 便 器 本 体 上 の 適 切 な 位 置 に 、 容 易  
に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 全 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 便 器 本 体 と 温 水 洗 浄 便 座 に 分 解 し た 状 態  
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 の 全 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の I V － I V 線 に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 拡  
大 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の V － V 線 に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 拡 大  
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の V I － V I 線 に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 拡  
大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の V I I － V I I 線 に 沿 っ て 切 断 し た 部 分  
拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の I I X － I I X 線 に 沿 っ て 切 断 し た 部 分  
拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 水 洗 大 便 器 装 置 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 全 体 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 温 水 洗 浄 便 座 の  
便 座 カ バ ー を 開 け た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、  
便 器 本 体 と 温 水 洗 浄 便 座 に 分 解 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態  
の 水 洗 大 便 器 装 置 の 全 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ は 、 便 器 本 体 ２ と 、 こ の 便 器  
本 体 ２ の 上 に 配 置 さ れ た 温 水 洗 浄 便 座 ４ と 、 を 有 す る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装  
置 １ は 、 壁 面 Ｗ に 取 り 付 け て 使 用 さ れ る 壁 掛 け 式 の 水 洗 大 便 器 で あ り 、 便 器 本 体 ２ に 洗 浄  
水 を 供 給 す る 貯 水 タ ン ク や 、 汚 物 及 び 洗 浄 水 を 排 出 す る た め の 排 水 管 （ 以 上 、 図 示 せ ず ）  
が 、 壁 面 Ｗ の 裏 側 に 埋 め 込 ま れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 便 器 本 体 ２ は 陶 器 製 で あ る  
。 な お 、 本 明 細 書 に お い て は 、 便 器 本 体 ２ の 壁 面 Ｗ に 近 い 側 を 便 器 本 体 ２ の 後 方 側 と 呼 び  
、 そ の 反 対 側 を 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 と 呼 ぶ も の と す る 。 ま た 、 壁 面 Ｗ に 平 行 な 方 向 を 、 便  
器 本 体 ２ の 左 右 方 向 と 呼 ぶ も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 便 器 本 体 ２ は 、 汚 物 を 受 け る ボ ウ ル 部 ２ ａ と 、 ボ ウ ル 部 ２  
ａ の 底 部 に 連 通 し た 排 水 ト ラ ッ プ 管 路 ２ ｂ と 、 を 有 す る 。 さ ら に 、 便 器 本 体 ２ の 上 面 に は  
、 ボ ウ ル 部 ２ ａ を 囲 む よ う に 便 器 上 面 ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 便 器 上 面 ２ ｃ は 、 ボ ウ  
ル 部 ２ ａ 上 端 の 縁 と 連 な っ て お り 、 ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 ボ ウ ル 部 ２ ａ の 上 端 部 に は 、 リ ム 部 ２ ｄ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の リ ム 部 ２ ｄ に 沿 っ て  
洗 浄 水 を 吐 出 さ せ る よ う に リ ム 吐 水 口 ２ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 便 器 洗 浄 時 に お い て は 、 リ  
ム 吐 水 口 ２ ｅ か ら 吐 出 さ れ た 洗 浄 水 に よ り 、 ボ ウ ル 部 ２ ａ の 内 壁 面 が 洗 浄 さ れ る と 共 に 、  
ボ ウ ル 部 ２ ａ 内 の 汚 物 及 び ボ ウ ル 部 ２ ａ の 底 部 に 溜 め ら れ た 溜 水 が 、 排 水 ト ラ ッ プ 管 路 ２  
ｂ を 通 っ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 図 １ に 示 す よ う に 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ は 、 本 体 部 ４ ａ と 、 こ の 本 体 部 ４ ａ か ら 進 退  
可 能 に 設 け ら れ た 洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ と 、 本 体 部 ４ ａ に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 便 座  
４ ｃ と 、 こ の 便 座 ４ ｃ を 覆 う よ う に 、 本 体 部 ４ ａ に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 便 座  
カ バ ー ４ ｄ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 体 部 ４ ａ は 、 便 器 本 体 ２ の 上 面 の 後 方 側 に 配 置 さ れ 、 内 部 に は 、 洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ や 、  
洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ の 駆 動 機 構 、 洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ へ の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 （ 以 上 、 図 示 せ ず ） 等  
が 収 容 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 便 器 本 体 ２ の 上 面 に は 、 開 口 部 ２ ｆ が 形 成  
さ れ て お り 、 こ の 開 口 部 ２ ｆ の 中 に 、 本 体 部 ４ ａ の 底 部 が 突 出 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に  
お い て 、 壁 面 Ｗ か ら 引 き 出 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ に 温 水 を 供 給 す る 給 水 管 （ 図 示 せ ず ） 、  
及 び 温 水 洗 浄 便 座 ４ に 電 力 を 供 給 す る 電 源 コ ー ド （ 図 示 せ ず ） は 、 便 器 本 体 ２ の 内 部 か ら  
開 口 部 ２ ｆ を 通 っ て 本 体 部 ４ ａ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ （ 図 １ ） は 、 本 体 部 ４ ａ に 対 し 、 便 器 本 体 ２ の 前 後 方 向 に 進 退 可 能 に 取  
り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 使 用 時 に お い て 、 洗 浄 ノ ズ ル ４ ｂ は 、 本 体 部 ４ ａ か ら 前 方 斜 め  
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下 方 に 進 出 し 、 先 端 部 に 設 け ら れ た 噴 射 口 （ 図 示 せ ず ） か ら 洗 浄 水 を 噴 射 す る 。 こ れ に よ  
り 、 水 洗 大 便 器 装 置 １ の 使 用 者 の 局 部 が 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 便 座 ４ ｃ は 、 本 体 部 ４ ａ に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 水 洗 大  
便 器 装 置 １ の 使 用 者 が 座 る た め に 、 ボ ウ ル 部 ２ ａ を 取 り 囲 む よ う に 便 器 上 面 ２ ｃ の 上 に 載  
置 さ れ る 。 ま た 、 便 座 ４ ｃ が 便 器 上 面 ２ ｃ の 上 に 載 置 さ れ た 状 態 で は 、 便 器 本 体 ２ の 上 面  
は 、 本 体 部 ４ ａ 及 び 便 座 ４ ｃ に よ り 覆 わ れ る 。 さ ら に 、 便 座 ４ ｃ の 底 面 に は ４ つ の 脚 部 ４  
ｅ （ 図 ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 脚 部 ４ ｅ と 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ が 当 接 す る  
こ と に よ り 、 便 座 ４ ｃ が 便 器 本 体 ２ の 上 方 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 便 座 カ バ ー ４ ｄ は 、 本 体 部 ４ ａ の 後 部 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 便 座 カ バ ー ４  
ｄ を 閉 じ た 状 態 に お い て は 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 本 体 部 ４ ａ 及 び 便 座 ４ ｃ が 便 座 カ バ ー ４ ｄ  
に よ っ て 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ４ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ に 設 け ら れ て い る  
せ り 上 が り 部 の 構 成 を 説 明 す る 。
　 図 ４ 乃 至 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 を 、 図 ２ の I V － I V 線 乃 至 I I X － I I X  
線 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 に お い て 、 せ り 上 が り 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ４  
は 、 水 洗 大 便 器 装 置 １ を 、 ボ ウ ル 部 ２ ａ の 前 端 部 近 傍 で 切 断 し た 断 面 図 で あ り 、 以 下 、 図  
５ 乃 至 図 ８ は 、 順 に 、 ボ ウ ル 部 ２ ａ の 後 部 側 に 近 い 位 置 で 切 断 し た 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ に は 、 そ の 左 右 方 向 の 両 端 に 、 上 方 に 向  
け て 隆 起 し た せ り 上 が り 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 便 器 上 面 ２ ｃ の 左 右 方 向 の 両 端 に  
せ り 上 が り 部 ６ を 設 け る こ と に よ り 、 便 器 上 面 ２ ｃ の 両 端 は 、 せ り 上 が り 、 高 く な っ て い  
る 。 こ の せ り 上 が り 部 ６ に よ り 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ に 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る  
作 業 者 は 、 視 覚 的 に 、 そ し て 手 指 の 感 触 に よ り 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す べ き 正 確 な 位 置  
を 認 識 す る こ と が で き 、 作 業 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 本 体 部 ４ ａ は 、 便 器  
本 体 ２ 上 に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 そ の 一 部 が 、 便 器 上 面 ２ ｃ に 設 け ら れ た せ り 上 が り  
部 ６ の 上 端 よ り も 下 方 に 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ は 概 ね 平 面 で あ り 、 水 平 方 向 に 向 け ら れ て い る の に  
対 し 、 せ り 上 が り 部 ６ の 高 さ は 、 便 器 本 体 ２ の 後 方 側 が 高 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。  
こ の た め 、 せ り 上 が り 部 ６ の 上 端 は 、 水 平 面 に 対 し 、 便 器 本 体 ２ の 後 方 側 が 高 く な る よ う  
に 傾 斜 し 、 せ り 上 が り 部 ６ は 、 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 か ら 後 方 側 に 向 け て 、 直 線 的 に 高 さ が  
高 く な っ て い る 。 そ し て 、 便 器 本 体 ２ の 前 端 部 付 近 で は 、 せ り 上 が り 部 ６ の 高 さ は ゼ ロ に  
近 く な り 、 便 器 本 体 ２ の 前 端 部 （ 便 器 上 面 ２ ｃ の 前 方 側 の 縁 部 の 領 域 ） に は せ り 上 が り 部  
６ は 設 け ら れ て い な い 。 こ の よ う に 、 便 器 本 体 ２ の 前 端 部 に せ り 上 が り 部 ６ が 設 け ら れ て  
い な い こ と に よ り 、 せ り 上 が り 部 ６ が 、 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 か ら 便 器 上 面 ２ ｃ に 温 水 洗 浄  
便 座 ４ を 配 置 す る 作 業 の 邪 魔 に な ら ず 、 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ 乃 至 図 ８ に 示 す よ う に 、 便 座 ４ ｃ は 、 せ り 上 が り 部 ６ の 少 な く と も 一 部 を 上  
方 か ら 覆 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 便 座 ４ ｃ の 底 面 に 設 け ら れ た 脚 部 ４ ｅ （ 図 ５  
） に よ り 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ と 便 座 ４ ｃ の 底 面 の 間 に 所 定 の 隙 間 が 形 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 図 ４ 乃 至 図 ６ に 示 す よ う に 、 便 座 ４ ｃ は 、 外 周 縁 に お け る 厚 さ が 、 内 周 縁 に お  
け る 厚 さ よ り も 薄 く な る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 便 器 上 面 ２ ｃ か ら 隆 起 し て い る せ り 上 が  
り 部 ６ が 便 座 ４ ｃ の 底 面 と 干 渉 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 図 ４ 乃 至 図 ８ に 示 す よ う に 、 せ り 上 が り 部 ６ の 上 端 に は 、 概 ね 平 坦 に 形 成 さ れ  
た 平 坦 面 ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 せ り 上 が り 部 ６ の 上 端 に 平 坦 面 ６ ａ を 設 け  
る こ と に よ り 、 便 器 本 体 ２ の 搬 送 時 等 に 、 せ り 上 が り 部 ６ が 損 傷 す る の を 防 止 す る こ と が  
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で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 平 坦 面 ６ ａ は 、 便 器 本 体 ２ の 左 右 方 向 の 断 面 図 に お い て 、 便 器 本 体 ２ の 内 方 に 向  
け て 低 く な る よ う に 傾 斜 し て い る 。 こ の よ う に 、 平 坦 面 ６ ａ を 内 方 に 向 け て 低 く な る よ う  
に 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 、 便 器 上 面 ２ ｃ に 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る 際 、 作 業 者 は 手 指 の  
感 触 で 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す べ き 位 置 を 認 識 す る こ と が で き 、 容 易 に 適 正 な 位 置 に 温 水  
洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ と 、 せ り 上 が り  
部 ６ の 平 坦 面 ６ ａ の 間 は 、 内 傾 斜 面 ６ ｂ に よ っ て 滑 ら か に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 内 傾 斜 面 ６ ｂ は 、 便 器 本 体 ２ の 左 右 方 向 の 断 面 図 に お い て 、 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ で  
凹 状 に 湾 曲 し て い る 。 さ ら に 、 平 坦 な 平 坦 面 ６ ａ と 、 凹 状 に 湾 曲 し た 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 間 も  
滑 ら か に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 平 坦 面 ６ ａ と 内 傾 斜 面 ６ ｂ を 接 続 す る 部 分 （ 面 ） は 、 便 器  
本 体 ２ の 左 右 方 向 の 断 面 図 に お い て 、 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ で 丸 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 凹 状 に 湾 曲 し た 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 有 す る 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は 、 図 ４ か ら 図 ８ に  
か け て 次 第 に 小 さ く な っ て い る 。 即 ち 、 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は 、 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 よ り  
も 、 後 方 側 が 徐 々 に 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 第 １  
の 曲 率 半 径 Ｒ １ を 後 方 側 に お い て 小 さ く す る こ と に よ り 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 本 体 部 ４ ａ を  
配 置 す べ き 左 右 方 向 の 位 置 が 、 よ り 明 確 と な り 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 適 正 な 位 置 に 配 置 し や  
す く な る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は 、 内 傾 斜 面  
６ ｂ と 平 坦 面 ６ ａ を 接 続 す る 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ の ２ 倍 以 上 の 大 き さ に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 便 器 本 体 ２ の 便 器 上 面 ２ ｃ に 、 左 右 方  
向 の 両 端 に せ り 上 が り 部 ６ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 便 器 本 体 ２  
の 上 に 配 置 す る 際 、 作 業 者 は 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す べ き 適 正 な 位 置 を 容 易 に 認 識 す る  
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 便 器 本 体 ２ の 上 に 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を  
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ が 、 便 器 本 体 ２ の 前 方  
側 よ り も 後 方 側 が 高 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 図 ２ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 後 方 側  
に 設 け ら れ た 本 体 部 ４ ａ の 位 置 を 、 よ り 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き 、 温 水 洗 浄 便 座 ４  
を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ が 、 前 方 側 か ら 後 方  
側 に 向 け て 、 直 線 的 に 高 さ が 高 く さ れ て い る （ 図 ２ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る 際  
、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 前 部 を 把 持 し た 作 業 者 の 手 と 、 せ り 上 が り 部 ６ が 干 渉 し に く く 、 温 水  
洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ が 便 器 本 体 ２ の 前 端 部  
に 設 け ら れ て い な い （ 図 ２ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 か ら 、 適 正 位 置  
に 配 置 す る 際 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ と せ り 上 が り 部 ６ が 干 渉 し に く く 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置  
す る 作 業 の 作 業 性 を 、 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ の 上 端 に 平 坦 面 ６ ａ  
が 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 乃 至 図 ８ ） の で 、 便 器 本 体 ２ の 製 造 時 や 、 運 搬 時 に お い て 、 突 出  
し て い る せ り 上 が り 部 ６ が 損 傷 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ の 平 坦 面 ６ ａ が 便 器 本  
体 ２ の 内 方 に 向 け て 低 く な る よ う に 傾 斜 し て い る （ 図 ４ 乃 至 図 ８ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４  
を 便 器 本 体 ２ の 上 に 配 置 す る 作 業 が 平 坦 面 ６ ａ に よ っ て も 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配  
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置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 平 坦 面 ６ ａ と 便 器 上 面 ２ ｃ と を 接 続  
す る 内 傾 斜 面 ６ ｂ が せ り 上 が り 部 ６ に 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 乃 至 図 ８ ） の で 、 温 水 洗 浄 便  
座 ４ を 便 器 本 体 ２ の 上 に 配 置 す る 作 業 が 内 傾 斜 面 ６ ｂ に よ っ て も 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座  
４ を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 、 よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ の 内 傾 斜 面 ６ ｂ が 、 第  
１ の 曲 率 半 径 Ｒ １ で 凹 状 に 湾 曲 し て い る （ 図 ４ 乃 至 図 ８ ） の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 便 器 本  
体 ２ の 上 に 配 置 す る 作 業 が 内 傾 斜 面 ６ ｂ に よ っ て 滑 ら か に 案 内 さ れ 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配  
置 す る 作 業 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 せ り 上 が り 部 ６ の 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 第  
１ の 曲 率 半 径 Ｒ １ が 、 内 傾 斜 面 ６ ｂ と 平 坦 面 ６ ａ を 接 続 す る 面 の 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ の ２  
倍 以 上 大 き く 構 成 さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 便 器 本 体 ２ の 上 に 配 置 す る 作 業 を 、  
よ り 滑 ら か に 案 内 す る こ と が で き 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ を 配 置 す る 作 業 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ に よ れ ば 、 内 傾 斜 面 ６ ｂ の 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ が  
、 便 器 本 体 ２ の 前 方 側 よ り も 、 後 方 側 が 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 温 水 洗 浄  
便 座 ４ を 配 置 す る 作 業 に お い て 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 後 部 が 、 よ り 厳 密 に 案 内 さ れ 、 温 水 洗  
浄 便 座 ４ 後 部 の 本 体 部 ４ ａ を 、 よ り 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 水 洗 大 便 器 装 置 １ を 説 明 し た が 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 種 々 の  
変 更 を 加 え る こ と が で き る 。 特 に 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 本 発 明 を 壁 掛 け 式 の 水  
洗 大 便 器 装 置 １ に 適 用 し て い た が 、 床 置 き 式 の 水 洗 大 便 器 装 置 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も  
で き る 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 水 洗 大 便 器 装 置 １ を 設 置 し た 壁 面 Ｗ か ら 延  
び る 給 水 管 、 電 源 コ ー ド が 、 便 器 本 体 ２ の 内 部 を 通 っ て 、 温 水 洗 浄 便 座 ４ の 本 体 部 ４ ａ に  
接 続 さ れ て い た 。 し か し な が ら 、 壁 面 又 は 床 面 か ら 延 び る 給 水 管 及 び ／ 又 は 電 源 コ ー ド が  
、 便 器 本 体 の 外 部 を 通 っ て 温 水 洗 浄 便 座 に 接 続 さ れ る 水 洗 大 便 器 装 置 に 本 発 明 を 適 用 す る  
こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１     水 洗 大 便 器 装 置
２     便 器 本 体
２ ａ   ボ ウ ル 部
２ ｂ   排 水 ト ラ ッ プ 管 路
２ ｃ   便 器 上 面
２ ｄ   リ ム 部
２ ｅ   リ ム 吐 水 口
２ ｆ   開 口 部
４     温 水 洗 浄 便 座
４ ａ   本 体 部
４ ｂ   洗 浄 ノ ズ ル
４ ｃ   便 座
４ ｄ   便 座 カ バ ー
４ ｅ   脚 部
６     せ り 上 が り 部
６ ａ   平 坦 面
６ ｂ   内 傾 斜 面
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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